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地域づくり活動 NPO 事業助成事業 実績報告 
事業区分（13-03） 

団体名 
（特非）サポートステーション灘・ 

つどいの家 
代表者名 

理事長 

丸谷 肇子 

事業名 水曜つどいのひろば・土曜つどいのひろば 

 

＜事業実施実績＞ 
年月日 

定例は「月1回」

「毎〇曜日」等で

記入 

場所 

参加者 

一般 

(ｽﾀｯﾌ) 

活動内容 

（勉強会や定例会、講演会、イベントなどを幅広に記入） 

※講演会、イベント等はタイトル・講師・会場等を併記 

【活動事業】 

4月～2月まで

の第 1･3･5 

水曜日 

おせっカフェ 
218 

(96) 
学習支援、食事支援（お弁当を渡す）、心のケア 

4月～2月まで

の第 2・4 

土曜日 

成徳地域福祉 

センター 

245 

(132) 
学習支援、食事支援（お弁当を渡す、調理体験）、心のケア 

【広報事業】 

1月 15日 各関連機関 (2) （自己資金にて）2023年チラシ 800部の作成、関連機関に送付 

【連携事業】 

7月～8月 
成徳地域福祉 

センター 

2 

(1) 
自身で子どもの居場所立ち上げを企画されており見学体験 

9月～10月  

延べ 7回 
つどいの家 

16 

(1) 
KOBE学生地域貢献スクラム事業にて学生ボランティア受入 

9月 10日 
成徳地域福祉 

センター 

1 

(1) 
チラシをみて問合せあり大学生の見学体験 

10月 24日 灘区役所 
30 

(1) 
灘区あつまれなだっこサポーター ゲスト 事例発表 

10月 29日 

～現在 

成徳地域福祉 

センター 

20 

(1) 
三菱 UFJ銀行 三宮支店職員、ボランティア体験受け入れ 

11月 9日 勤労会館 
20 

(1) 
CS神戸サポーター養成講座 講師 事例発表 

11月 11日 つどいの家 
2 

(2) 
NPO法人 西宮フットボールクラブ様来訪 子ども食堂見学 

11月 12日 つどいの家 
2 

(1) 
灘区社会福祉協議会来訪、 居場所見学会の体験受け入れ 

11月 26日 
成徳地域福祉 

センター 

1 

(1) 
養成講座で興味を持たれた方が見学体験 

12月 12日 東灘こどもカフェ 
3 

(2) 
東灘こどもカフェ様を訪問見学 

1月 21日 
コープこうべ生活

文化センター 

約 100

（2） 
NPO地域貢献活動フェアにて きょうどうのわ様と面会 
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＜効果と成果＞ 

食事付の学習支援は、保護者から助かるという声を頂いた。「毎週土曜日をしてもらいたい」との声も頂いて

いる。母子家庭で育つ中学生から「塾は通えないがここは 100円だから通える」という声も頂いた。企業からの

食材の寄付が増え、餃子を焼くなど簡単な自炊ができたり、企業弁当も頂くことができて喜ばれている。他学校

や他学年の友達も出来て、児童の自信につながった。話すことが苦手な児童、発達がゆっくりな児童も参加して

おり、コミュニケーションがとれているのか不安になるときもあるが、継続して通ってくれているのが答えだ

と、スタッフの自信にもつながった。ボッチャや輪投げを取り入れたことで、子どもから大学生スタッフ、高齢

者まで自然に多世代交流ができた。事例発表や交流会への参加、ボランティア研修の受入れにより、7名のスタ

ッフ増員につながった。頭の片隅にあった記憶によって、困っている方を当方よりも適切な支援団体につなぐこ

とができ、交流会や報告会のありがたさを感じた。 

 
 

＜今後の展望＞ 

2018年度にスタートした子どもの居場所、コロナで一時休止もしたが、2020年度から 3年にわたる当助成金の

おかげで、回数や開催日の増加と事業を拡充することができた。課題の一つであったスタッフの充足も、3年間で

9名増加し、今後、組織基盤及びファンドレイジングの強化をはかるとともに、会食形態に徐々に戻していこうと

思う。 

 食材・資金・人材・地域の理解等、多くの支援があって実施できていることを常に感じ感謝している。また他

団体と多く交流できた充実した一年であった。これからもその感謝と連携の大切さを忘れずに活動を継続してい

く。 

 一方で一団体ができることは限りがあることも分かり、多くの支援者があれば多くの困難者の役に立つと思わ

れるため、他の団体の支援活動もしていくべく、2023年度は、これまでの歩みをフォトブックにして、子どもの

居場所立ち上げ支援の新ツールとして活用していきたい。 

 「カフェでもない、塾でもない、居場所！」をモットーに、これからも子どもたちの居場所になれるよう尽力

していく。 
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＜収支決算書＞ 

 

（収入） 

項   目 金 額（円） 

地域づくり活動 NPO事業助成金 ４００，０００ 

参加費 ４６，３００ 

自己資金 ３１ 

合計 ４４６，３３１ 

 

（支出） 

区分 項   目  金 額（円） 
左のうち 

助成対象金（円） 

直 

接 

経 

費 

謝金 ２７５，０００ ２７５，０００ 

会場費 ６８，１００ ６８，１００ 

材料費 ４６，３０５ ０ 

その他（消耗品費） ３２，９２６ ３２，９００ 

小  計 ４２２，３１１ ３７６，０００ 

間接経費（一般管理費） ２４，０００ ２４，０００ 

合  計 ４４６，３３１ ４００，０００ 

 


